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1．はじめに

 筆者は1994年以来，文部科学省による科学研究費補助金による現地調査において，ペ

ルーの民衆芸術をテーマとした研究を行ってきた（藤井1997，1998a，1998b；F騨1998，㎜，

2003）。本稿は，今回のシンポジウムを機会にこれまでの研究を総括し，今後の民衆芸術

研究の新しい視点を見出そうとする試みである。

 ペルーは民衆芸術の宝庫である。その大きな理由は，かつてインカ帝国に代表される

古代アンデス文明が栄え，500年前の新旧両世界の接触以後はスペインによる植民地支配

の申心地であったという歴史的要因にある。現在ペルーでは，レタブロ（箱型祭壇），焼

き画ひょうたん，プカラ，キヌア，チュルカナスなどの焼き物，銀細工，各地の織物や

祭りの仮面，サルワの板絵など，地域により特色のある民衆芸術が作られている。

 ここでは，これらの多種多様な民衆芸術の中から，筆者の調査研究の中心であった北

海岸チュルカナスの焼き物，中部高地アヤクチョのレタブロ，同じく南部高地クスコの

人形の三つをとりあげる1）。

 この三つは，（1）それぞれが生まれた地域（北部海岸ピウラ県チュルカナス市／中部

高地アヤクチョ市／南部高地クスコ市）が異なるばかりでなく，（2）成立の起源も，チ

ュルカナスの焼き物は，なんとか先スペイン期の焼き物の伝統を再生しようという若者

の意欲であり，農民の儀礼用品であったレタブロは，キリスト教と先住民の信仰・世界

観が示された，メスティソ文化に属するものであり，首長人形は教会建築の伝統を強く

残しているクスコ市ならではの，宗教色の強いもので，最初はクリスマス・イブの飾り

としてクスコ住民を対象に作られたものであり，さらに（3）現状について言えばレタブ

ロは今や起源の地アヤクチョを飛び出した国民的民衆芸術であると言えるが，首長人形

はいまだにクスコ市に限定されている。一方でチュルカナスの焼き物は，ピウラ地方か

ら首都リマへ，そして最近はクスコにまで進出している。

 このようにこの三つはそれぞれ異なったバックグラウンドを持っているが，いずれも
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初期の段階ではきわめて限られた地域においてのみ制作あるいは流通していたものであ

った。それが現在ではペルーを代表する民衆芸術として，文化庁長官室やリマの空港ロ

ビーに置かれ，大統領官邸で展覧会が行われ，また外国で開催される展示会に出品され

るようになったという共通点を持つ。

 本報告では，これら三つの民衆芸術が現在の形をとるまでに歩んできた歴史，社会的

背景などを比較し，それぞれを創り出した力を検討することを通じて，民衆芸術と地域

アイデンティティーについて考察する。

2．民衆芸術とは

 民衆芸術と似た言葉に，民族芸術，民俗芸術，さらにはわが国独特の民藝などがある。

これらの用語の示す内容はお互いに重なる部分も多く，現時点でこれらの用語間の関係

がきちんと整理されている訳ではない。民衆芸術は，ペルーの公用語であるスペイン語

ではane pQpularあるいは韻es面aとよばれ，ここでは，ペルーの美術史家S幡tnyによる次

のような定義にしたがったものとする。

都市の学界や画廊美術とは無縁の，主として農民社会によって担われたある種の美しさを示す

もので，世界的に共通性があるが，そのうちでその集団に特有のもの，それぞれの地で結晶し

た，他の集団とは明らかに異なる創造性を示すものである。それらは豊富な色使いや素朴な形

を真似た商品と混ざって観光地の市場や土産屋に並べられているが，民衆芸術の製品はいずれ

も，具体的な社会的，宗教的，呪術的な要請に応じて出来上がったという歴史的背景を持って

いる（S伽血y1979：11）。（以下アンダーラインはいずれも藤井による）

 ペルーで「民衆芸術（㎝epopular）」という言葉を使ったのは，現在手元にある文献に

よれば，1958年掛A㎎uedasである（Argu（畑1958）。 Arguedasはその前の1940年にすでに

。磁mica pqpU㎞という用語で，ペルーの焼き物について次のような短文を書いている。

現在のペルーのインディオの民衆陶器は，祖先であるインカ帝国あるいは先インカ時代の人々

が作ったものと比べると，完成度も賞賛すべき美しさもほど遠いものであるが，現在のインディ

オの人たちは，かつてと同じ材料である，粘土や白い石で作られた焼き物を通じて，美しさや巧

みさを示し続けている。プカラ，プノ，クスコ，アヤクチョなど，インディオの竈から取り出

される何百・何回という焼き物の皿や，ウシ，ウマ，アルパカなどの飾りものや儀礼用品のよ

うに，装飾や儀礼に使われるものの中に，心地よい情熱に満ちた驚くべきものを見つけ出すこ

とができる。

  （中略）

216



藤井 創り出す力

インディオの民衆陶器は，基本的には産業のひとつである。現在プノ，プカラ，クスコなどに

工場があるが，そこで働くものは，ろくろを回すものも，絵付けをする子供たちも全員インディ

オである。少しおかしな話と思われるかもしれないが，これらの工場において本当の芸術面を

担っているのは，11才から14才の子供たちなのだ6皿の底に，堂々とした太い首と恐ろしげな

角をひけらかせた，気負った雄牛を描くのは彼らである。

  （中略）

工場の親方や誰かその役目を持つ人の監督の下に，すばやく仕事をする。しかし，ほんのとき

たまではあるが，少し手を休め，親方の目を盗んでこれから絵付けをする皿や壷をじっと見つ

めている時，普段とは異なった例外的な品物が出てくるのだ（Ar…罪（伽1987［1940］）。

 Argu晦は，その後しばらくたった1958年に書かれた論文の中で，「北はマンタロ盆地，

ワンカベリカから，南はアヤクチョ南部のルカナス，パリナコチャスに及ぶ地域に，音

楽や言語を通じてひとつの文化的共通性が認められること，それは先スペイン期のワン

カ，チャンカ，ボクラ文化にまで遡ること，具体的には教会など宗教的なものを除いた

建築と民衆宗教芸術（飢epopular rehgioso）に認められる」，とも述べている（Arguedas

1958：142）。

 いっぽうArguedasと共に早くからペルーの民衆芸術の理解者であったJos6 Sabogal

（1923～1983）も，ペルー各地で製作されている焼き物について

（水や穀物の入れ物，煮炊きの道具であるという，昔から作られてきた焼き物の）特徴は，都

会に住む政治家や国内外の専門家からは忘れ去られているようだ。彼らは，地方で作られる焼

き物は，観光がらみで多くの外貨を稼げるものとしか見ない。つまり，地方の陶工たちは注文

されてから作るようになる。それにも増して，なんらかの商業的革新により導かれ，．これまで

とは異なった装飾を施すようになり，結局すべての第三世界の焼き物は，正当性のないものに

成り下がってしまうのである。

  （中略）

これらの焼き物はいずれも特に機能的であり，それぞれの土地の資源を使って，その民族に特

有の伝統的な形式に従って作られている。だから本物といえるのだ。これは，現代の都会の工

場で作られる多くのものには認められない。都会で作られるようなものは，西欧のどこでも，

その周辺でも作ることができる。

．上にのべたことはまた，（昔から）アンデスで作られる焼き物に，きっぱりとした素朴な特有

の美しさを与えているのだといえる（Sabogal l981：30）。

と書いている。

以上のことから，ペルーにおける民衆芸術とは，
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（1）都市ではなく農村社会によって担われるものであること，

（2）その集団に特有のもので，他の集団とは明らかに異なる創造性を示すものであるこ

  と，

（3）具体的な社会的，宗教的，呪術的な要請に応じて出来上がったという歴史的背景を

  持つか，その民族に特有の伝統的な形式に従って作られること，

（4）そこには美しさや巧みさ，あるいは素朴な特有の美しさが示されること，

（5）それも命じられたものではなく，自発的な表現がなされること，

が条件であるといえよう。

3．3つの事例

ここでは，筆者が調査したペルーの民衆芸術の成立，展開について簡単に述べる。

3・1．チュルカナスの焼き物

 チュルカナスの焼き物は，たたきによる成形，石による磨き，いぶしによるネガティ

ブ文様という先スペイン期と共通する3つの特徴を持つが，そのうち，たたきによる成形

を除く要素は，インカ期あるいはそれ以前に消滅している。これらの要素が復活した経

緯は次の通りである。

 チュルカナスの焼き物の成立には焼き物職人の子どもであったGer島㎞o Sosa，カトリ

ックの尼僧Glαia Joyoeの2人が大きな役割を果たした。

 Ge趣㎞o Sosa・甑chaは1953年生まれ。父Andres Sosaはシンビラ生まれの焼き物職人で

あった。1920年ごろチュルカナスに住みつき，たたき技法によるチチャ酒醸造用のかめ

や壷などの大型の焼き物を作りを続け，子どもたちに技術を伝えた。

 Ger蝕moは若いころ，近くの遺跡から盗掘された古い土器の模造品を作ったりしてい

た。14才の時怪我をして診療所に行った。そこの看護婦であったアメリカ人のSister

Glo血が，彼の手先がとても器用なことに驚き，何とかその才能を伸ばそうとした。そこ

で，当時約20家族ほどいた焼き物職人の子弟を集め，アメリカ・インディアンの美術，

あるいはアンデス考古学の本を参考にしながら，粘土，焼成法，装飾について研究する

小さなグループを組織した。

 1960年代の始め，チュルカナス地方はビクス文化の発見でわきかえっていた。墓から

は金製品が出土するため，農民は農閑期になると盗掘にはげんだ。その際に発見された

素朴なビクスの土器は，チュルカナスの人々にとって親しいものになり，独特の表現力

が若者を中心とした焼き物作りの関心をよぶようになった。1975年にはその若者の中か

らGe趣i皿o，彼のいとこのFlavio Sosa，義理の弟のSegundo Moncadaの3人が中’亡・となり，

S面oCalnayocという名のグループを形成した。
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 彼等はビクス文化の土器にみられるテーマ（動物や鳥など），装飾（ネガティブ謂ポジ

ティブ技法），壷に仕込まれた「笛」などを復元したいと考えた。ビクス文化が世に出る

までのピウラ地方は，先スペイン期には後進地域であるとされていた。ビクス文化を自

分たちの祖先が遺したものと考え，その土器を現代に復元しようとする若者たちの意欲

は大いに高まった。努力はやがて実を結び，Sis慮Glonaの助言とさまざまな試行錯誤の

後，いぶしによるネガティブ＝ポジティブ装飾の技術の再発見へとつながつた。別名

resist dyeともよばれるこの技法は，繊維染色のろうけつ染め技法に似ていることから，一

般には防染する材料は樹脂状の物質であると考えられていた。しかしヘラシモは，子ど

もの頃かまどの前で粘土遊びをしていた時，鍋の底に飛んで付着した粘土が落ちると，

そこだけ違う色になるという記憶から，現在の粘土で防染する方法を考えついたという。

 チュルカナスの焼き物は，親から引き継いだたたき技法による成形に，いぶしによる

ネガティブ文様と黒色土器，さらに，墓地から出土した石にヒントを得たと思われる自

然の石による潮面の磨研などの，長く途絶えていた技法が加わり創り出されたのである

（図1，2）。

 ペルー北海岸北部地方では，今日でも日常的にトウモロコシを原料とするチチャ酒を

飲む習慣がある。そのため，チチャ酒を造る大型の焼き物の需要が途切れることなく現

在まで続いてきた。チチャ酒飲用の習慣が現在まで絶えることなく伝わってきたことが，

シンビラにおけるたたき技法の保存に，また結果として，焼き物職人がシンビラから移

住し，その後のチュルカナスの焼き物の成立と大きく関係しているということは言える

であろう。

 過去の文化の再発見として成立したチュルカナスの焼き物であるが，作ったからといっ

てすぐに売れるものではなかった。しかし彼らは我慢強く作り続けた。その結果徐々にで

はあったが，地元のチュルカナス，県界のピウラなどで開くことができた展覧会を通じ

て買い手がつくようになり，その後はリマ，そして最近ではペルーの観光の中心地であ

るクスコにも多くの作品が店頭に並べられるようになってきている。

3・2．箱型祭壇（レタブロ）

 レタブロとは扉つきの箱型祭壇である。なかの人形類は，元来はゆでたジャガイモを

練って作っていたが，現在は石膏を用い，呼入れや手つくねで成形した後彩色をする。

箱の縁取りの赤色は家畜の血の色の，外側の植物文様は自然の力のシンボルであり，正

面上部の三角の形は，家畜の守護神のいる山を象徴するといわれている。

 箱型祭壇の由来は500年前のインカ帝国の征服にまでさかのぼる。スペイン人は領土を

征服しただけではなく，住民の魂をも征服するために，先住民の祖先伝来の信仰を弾圧

し，キリスト教への改宗を強制した。そのとき神父たちは，スペインから小型の携帯型

祭壇をもちこみ，アンデス各地における布教活動の道具とした。その後の植民地時代，
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交易は主としてラバに荷を積んだ隊商がおこなった。その拠点のひとつが中部高地のア

ヤクチョであった。箱型祭壇も隊商により，首都リマからアヤクチョを経て，内陸各地

へ運ばれた。

 時代が進むにつれ，農村地帯ではサン・マルコスがウシの，サン・ファンがヒツジの

守護聖人となったように，キリストや聖人が家畜との関係で崇拝されるようになった。

そこに先スペイン期から伝えつづけられた大地の女神や山の神などの信仰が加わり，ア

ンデス独自の内容をもつ箱型祭壇がアヤクチョを中心として作られるようになった。そ

のころの箱型祭壇は，牧民や交易商人の私的な持ち物として作られていたもので，家畜

儀礼の際祭壇の一部に置かれ，名前もサン・マルコスの箱とよばれていた（図3）。

 レタブロが制作されていた地域は，ワンカベリカ県からアレキパにかけてのペルー中

部高地南部から南部高地に限定されていた。しかし，19～20世紀初頭この地を訪れ旅行

記を残したR田mondi， Riva A帥eroも含め，アヤクチョの民衆芸術に関しては誰も触れて

いない（Gonz烈ez Ca託et砥1997：267－8）。1937年Ahc泊Bu曲ma鵬がアヤクチョ市へ国際展

覧会のための民衆芸術の資料を求めて公式に旅行した際，市内ではサン・マルコスの箱を

ひとったりとも見出せなかったばかりでなく，それについての情報すら得ることができ

なかった。制作者（esc貢ltor）であるJoaqu｛n L6pez Antayについての情報が得られたのは

1949年になってから，より時間的余裕を持って訪れた際であった。その年制作者である

ロペス・アンタイに会い，彼女のコレクション第1号となるレタブロの制作を依頼したの

である（Arguedas 1958：147）（図4）。

 このように，1940年代になるとインディヘニスモ（先住民文化復興主義）がさかんに

なり，先住民のさまざまな文化が再評価されようになる。その動きのなかで，前述の

Bus伽anむ3をはじめとする先住民文化復興運動のリーダーたちが，それまでのような宗教

的なものではなく，先住民の生活をテーマにした箱型祭壇を作ろうと考え，名前もレタ

ブロとした。祭壇の作り手たちも，道路の開通などの近代化に伴い農村からの需要が衰

えたため，自らの生活を守るためにその動きに合わせ，祭りや儀礼，農作業や手工芸品

の生産の場面など，農民の生活を反映したものを作り始めた。またサン・マルコスの箱

とは違って大きなサイズのものが作られるようになり，それまでの農民の呪術的儀礼用

具から民衆芸術へと変わっていった。

 このような変化に加え，最近の観光化の発展にともなって，箱型祭壇は主として都市

住民や外国の観光客を対象としたものになり，今ではペルーを代表する民衆芸術のひと

つになっている。最近ではリマ日本大使館占拠事件をあつかったものなど，社会的・現

代的なテーマの作品も作られるようになった。

3－3．クスコの入形

 ペルー南部高地，かつてのインカ帝国の都であったクスコ市を代表する民衆芸術が，

220



藤井 創り出す力

各種の人形類である。

 まずあげられるのが，メンディビルの首長人形とよばれる，文字通り首の長い人形で

ある（図5）。この特異な形の首長人形は，クスコ生まれの聖像職人であったHilario

Mendf紐が1954年に創り出した。その当時は形が奇妙であるとして一般には受け入れられ

なかった。クスコではクリスマスの前，中央広場で「サンティランティクイ」という，

クリスマスの飾り用のミニチュアの露店市がたつが（図6），そこでも誰も買う人がいな

かったという。ところが1961年に，これまたBustaman1eに見いだされ，リマで開かれた

民衆芸術の展覧会への出品を薦められた。それを契機に国内各地で賞を受け始め，1967

年にはアメリカ合衆国における展示会で金賞：を受賞し，国際的な名声を獲得した。Hi頒。

は1977年に心臓発作で突然亡くなり，後を未亡人のGeorginaが継いだが，彼女も数年前

に亡くなり，現在は娘や孫を中心として，家族のスタイルとして制作を続けている。な

ぜ首の長い人形を創作したのかについては諸説あるが，現在もっとも流布しているのは，

アンデス高地に特有のラクダ科動物，ビクニヤのすらりとした首の形からヒントを得た

というものである。

 作品の多くはホセとマリア，大天使，東方の3博：士など，キリスト教に関するものであ

る。最近娘の一人であるJuana Mendf刷が，先住民により信仰されていた大地の母パチャ

ママなどをテーマにした作品を作りはじめた。作り方は，木製の十字型の芯に，膠で溶

いた石こうにひたした綿布で衣裳を作り，顔や手足は石こうと小麦粉を混ぜた材料で成

形する。乾いた後彩色・施文をするが，成形，施文の全てが手作業である。

 次に代表的なものが「マヌエリト」と総称される人形と，一般に「グロテスク様式」

と呼ばれる焼き物の人形である。前者は幼子イエスの誕生から幼児までのさまざまな姿

態の人形を中心としたもので，人形そのものは明らかにヨーロッパ系の顔立ちである。

しかし中に先住民の衣装が，形を変えて着用され続けているポンチョと，毛編みの帽子

をつけたものや，クスコ地方に伝わる伝説に基づいた，足に茨のとげをさしているとい

う，この地独特のものが見られる。

 グロテスク様式はクスコ出身のEd皿be⑳Mεhdaの創作である，泥人形の焼き物である。

極端にデフォルメされた大きな口，指，手足が特徴である。メリダの中にあった，長い

間虐げられてきた農民たちのエネルギーを，何とかして表現したいという思いが，この

ような独特の作品を作り出したという（図7）。

 その他にも，まず普通の観光客は目にしないだろうと思う二つの人形がある。ひとつ

は民族衣装人形とでもいえるものであるが，作者であるM働dPalominoは「ドキュメンタ

リー人形」と名づけている。写真やその他の資料を使い，できるだけ忠実にペルー各地

の衣装を復元したものである（図8）。もう一つはSanUago R（オasによるマゲイ（リュウゼ

ツラン）の芯を使った人形である。カトリック関係の聖像も作るが，得意とするものは

祭りの踊り手，市場の女性，リャマを連れた旅人など風俗的なものである。中でも出身
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地であるPauc翻mboの聖女カルメンの祭りに登場する，全ての踊り手の集団を表した作

品は，現在クスコの民衆芸術博物館でもっとも注目されるものとなっている。

 クスコの民衆芸術の中で，なぜ人形製作が盛んなのであろうか。人形というのはクス

コに限らず多くの地域で作られている。その理由にひとつとしてあげられているのが，

1955年のクスコの大震災である。震災の結果クスコ市に数多くある教会も相当の被害を

受けた。教会内部の聖像の多くが損傷し，その修復のために多くの人々がかかわった。

その時に大活躍したのが，Fabi6n Palominoであった。 Fabi知はM由dの父である。彼はク

スコのみならずリマにまで呼ばれるほどの修復の名人であった。元来クスコは南部高地

におけるカトリックの司教座であり，教会を飾るさまざまな聖像や壁面彫刻，絵画など

の製作の中心であった。震災による被害の修復に，Fabianの指導の下にさまざまな人が

作業に関わった。そこでさまざまな技術を覚えた人が，その後人形作りにかかわるよう

になったのであろう。マヌエリトの第1人者とされるAntonio Olave Palominoも， Fabi6nの

甥の一人である。M面da， Mendfvn， R（麺asは直接の影響を受けてはいないが，このような雰

囲気の中で，クスコの民衆芸術家が多く工房をもっているサン・プラス地区に住み，そ

れぞれの特徴を生かしながら人形作りの伝統の形成に一役かったのであろう。これに加

えて，長年サンティランティクイに際し，優れた作品を顕彰してきた地元の大学人や文

化人による，アメリカ芸術研究所のたゆまない努力も忘れてはならないであろう。

4．民衆芸術・地域・メスティソ

 以．ヒ述べた3つの事例を先述の民衆芸術の定義に当てはめると，ほぼあてはまるが，例

外がクスコの人形である。しかしクスコの人形を作っているのは都市の職人であり，支

配者や権力者ではない。またそれらを購入する層も，クスコ市の一般大衆である。そう

いう点からかんがえれば，決して定義からはずれているものではないといえよう。

 ではこの3つの事例に共通しているのはなんであろうか。一つは，いずれもそれぞれの

地域にこだわったものであることであろう。チュルカナスの場合，地元の先スペイン文

化の焼き物を復興しようというものであったし，アヤクチョでは，かつては周辺の農村

部の儀礼用品であったものを，テーマを農村の風俗に変えることにより，都市住民まで

も巻き込んだアヤクチョのシンボル的なものへと変質していった。現在アヤクチョ市の

キオスクはレタブロの形をしているし，中央広場にある民衆芸術博物館では，L6pez

An町のレタブロが展示の主体を形成している。クスコに関しては，市民の多くがやって

くる，クリスマス前のサンティランティクイへ話題になる作品を出し賞をもらうという

ことが，人形作家に大きな励みになったと考えられる。その意味で，彼らの活動を支え

たのは市民全体であるともいえよう。

 次に注目されるのは，これらがいずれも「メスティソ美術」とでも名づけられる性格
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のものであることである。ペルーはインカに代表される先スペイン文化の中心地であり，

またスペインの植民地経営の中心である副山繭が置かれていたところである。現在の国

民の大部分は，多かれ少なかれ土着の先住民と外来のヨーロッパ人が混血した，メステ

ィソであるといえる。メスティソにとっての民衆芸術は，土着でも外来でもなく，両者

の融合したのでなければならない。

 チュルカナスの焼き物の場合，初めの頃は先スペイン期のビクス文化の土器を復元し

ようとしたが，結局はまがいもの作りと間違えられ，現在ではテーマを農村の日常生活

に求めたものや，より一般的な人物像，幾何学模様を表したものへと変わっていった。

アヤクチョのレタブロは，元来先スペイン期から行われていたであろう家畜儀礼の中へ，

カトリックの聖人の要素が入り込んだものが起源であるが，現在では主として農村の風

俗を扱いならが，先スペイン期の無文字社会の絵解きの伝統を思わせるような，物語的

な構成を持ったものも見られるようになった。クスコの場合は，先スペイン期から都会

であり，植民地時代に多くの教会が建造された結果，建築・彫刻・絵画などに従事する

職人が多かったのであろう。その中で成立した人形であるが，Mendf＞丑の長い首は地元の

家畜リャマかアルパカを思わせるし，M6ddaやR（ガasが好んでテーマにしたのは農民の祭

り，農作業，旅などであった。Olaveのマヌエリトは，肌の白い西洋的な顔立ちをした人

形であるが，クスコ特有の衣装を着けたり，地元の伝承に基づいた人形を作ったりする

ような工夫をこらしている。

 このように考えると，民衆芸術を創造する力というのは，地域に密着し地元の支持を

得られるものであり，かつペルー全土からも認めてもらえるメスティソ性というものを

兼ね備えてはじめて，大きな力を得ることができたといえるのであろう。

注

1）この3つを調査対象として選んだのは，科研費の報告書を作成するに当たり，ペルーの中部，南

 部，北部の地域別に編集したため，この3つがそれぞれの地域の代表的な民衆芸術であったため

 である。報告書はいずれも『国立民族学博物館調査報告』の一巻として刊行されている。（Fuj五

 1998；20Dα2003参照）
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図1チュルカナスの焼き物（ヘラシモ・ソサ作）

図2チュルカナスの焼き物（ヘラシモ・ソサ作）
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図3ヘスス・ウルバノとサン・マルコスの籍

図4 レタブロ作家ロペス・アンタイ（エンリケ・カミノ画）
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藤井 創り出す力

図5メンディビル家作品展示場（サン・プラス、クスコ）
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図7 エディルベルト・メリダ

図8 マキシミリアナ・パロミノとエンリケ・シエラ
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